
第第２２回回鹿鹿野野地地域域振振興興会会議議  

       日時 令和２年７月２９日（水）午後１時３０分～ 

           場所 鹿野町総合支所  会議室 

 

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 報告事項 

（１） 行事予定                    資料１ 

 

４ 議題 

（１）超高速情報通信基盤の整備について        資料２ 

 

（２）令和２年度視察研修日程について  

・日 時 令和２年１０月８日（木）又は９日（金） 

午前８時２０分集合、８時３０分出発～午後５時 

  ・視察先 ①なんぶ里山デザイン機構（南部町浅井 938） 

「移住定住・交流人口の増加」や「生涯活躍のまちづくり」 

活動について 

②いくらの郷（南部町下中谷 1528） 

ニート・引きこもりなど若者支援を通じた地域住民との地域共 

生社会実現拠点「いくらの郷」の活動について 

 

（３）その他              

 

５ その他 

（１） 亀井さん検定の実施について           資料３ 

 

（２） 鷲峯山麓ハーフマラソンについて          

  ・開催予定月日 令和３年１１月２８日（日） 

  ・コース（案） ハーフの部、１０㎞の部       資料４ 

鹿野学園流沙川学舎発着 

  ・想定参加定員 １，０００人 

  ・実行委員会  １３名で組織し、６月１０日から３回会議を開催 

 

（３） 次回、第１回鳥取西ブロック会議（第３回鹿野地域振興会議） 

日  時 令和２年８月１１日（火）午後１時３０分～ 

   会  場 鹿野町老人福祉センター 大集会室 

 

６ 閉 会 



資料１

月日 曜日 事　　　業　　　名 内　　　容

6.8 月 しゃんしゃん体操教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：10名

6.12 金 機能改善健康教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：10名

6.15 月 あじさいの挿し木 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　参加者：20名

6.21 日 防犯世代間交流カローリング大会 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：21名

6.26 金 ３Ｂ体操教室 勝谷地区コミュニティ施設（体育館）（主催：勝谷地区公民館）参加者：１４名 

7.1 水 マスク作り教室 勝谷地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：8名

7.2 木 七夕のつどい こじか園　（主催：小鷲河地区公民館）　　　参加者：12名

7.5 日 ソフトボール大会 運動広場(主催：鹿野地区体育会)　　　　　参加者：40名

7.9 木 あいサポーター研修 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　参加者：7名

7.10 金 機能改善健康教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：７名

7.13 月 しゃんしゃん体操教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：１1名

手芸教室① 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　参加者：10名

健康マージャン 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：８名

第１回　鹿野学講座　～気多郡の城跡～　 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：26名

7.15 水 コスモス種まきに向けた草刈り 勝谷街道　～宮方・寺内付近～　(主催：勝谷地区公民館）　　参加者：10名　　

手芸教室② 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　参加者：10名

コスモス種まき 勝谷街道　～宮方・寺内付近～　(主催：勝谷地区公民館）参加者：33名　　

ポーセラーツ教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）参加者：6名

城山・旧鹿野小学校校庭清掃
＆子ども会ボランティア花植え

城山・旧鹿野小学校〔鹿野地区コミュニティ施設〕(主催：鹿野地区公民館）参加者：120名

じげの川で遊ぼう
小鷲河地区コミュニティ施設・かじかの里公園
（主催：小鷲河地区公民館）　　　　　　参加者：72名

7.28 火 健康マージャン 鹿野地区公民館　　　　　　　　　　　　　参加者:8名

月日 曜日 事　　　業　　　名 内　　　容

7.31 金 ３Ｂ体操教室 勝谷地区コミュニティ施設（体育館）（主催：勝谷地区公民館）

8.3 月 プールで！カヌー教室 Ｂ＆Ｇプール（主催：3地区公民館合同）

車のペン立てと木のコマをつくってみよう！ 鹿野地区公民館

防犯＆ドッジボール 勝谷地区コミュニティ施設（体育館）（主催：勝谷地区公民館）

第２回　鹿野学講座　～古代山陰道と乙亥正屋敷廻り遺跡～　 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

河内川で遊ぼう＆防犯のお話 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　

日

7.14 火

令和２年７月 　地域振興会議　　経過報告　　　　　（R2.7.29）

7.17 金

7.26

8.6 木

今後の予定

8.4 火
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資料１

月日 曜日 事　　　業　　　名 内　　　容

秋野菜作り教室 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　

なぞ解きゲーム＆防犯のお話 鹿野地区公民館

おほりで！カヌー教室 鹿野城跡公園（主催：3地区公民館合同）

健康マージャン 鹿野地区公民館

地域振興会議　鳥取西ブロック会議 鹿野町老人福祉センター

8.17 月 しゃんしゃん体操教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

8.18 火 やぎ見学ツアー 集合場所：小鷲河地区公民館（主催：3地区公民館合同）

8.19 水 天体観測とお月見会 勝谷芝生広場(主催：勝谷地区公民館）

機能改善健康教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

ものづくり体験教室～フォトフレーム飾り～ 小鷲河地区公民館　　　　　　　　　　　　　　

8.23 日 鹿野財産区議会議員選挙 鹿野町総合支所

8.24 月 家庭菜園教室 農業者トレーニングセンター(主催：鹿野地区公民館）

法師ｹ滝ウォーク 集合場所：小鷲河地区公民館（主催：小鷲河地区公民館）

健康マージャン 鹿野地区公民館

8.27 木 野菜と花づくり研修会 勝谷地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　

8.28 金 ３Ｂ体操教室 勝谷地区公民館　　　　　　　　　　　　　　　

9.12 土 鹿野学園　運動会 鹿野学園　流沙川学舎

週末だけのまちのみせ 鹿野城下町地区（主催：週末だけのまちのみせ実行委員会）

・わったいな祭り【作品展示】
・プチ亀井さん検定（入門編）

鹿野往来交流館　童里夢　

鳥の演劇祭2020 鳥の劇場とその周辺（鳥の劇場運営委員会）

8.21 金

金

8.11 火

8.25 火

9.12～
9.27

土・日・祝

8.7
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超⾼速情報通信基盤整備
事業について

総務企画委員会資料

令和２年７月１５日

担当課 情報政策課

CATVの活用状況
（1）TV事業

・難視聴対策 ・市政放送事業 ・コミュニティ事業

（2）インターネット事業

・情報通信格差是正（ブロードバンドゼロ）

◇新型コロナウィルス関連

・リモート授業  ＧＩＧＡスクール環境の早期実現

・テレワーク・Ｗｅｂ会議・リモート〇〇環境（経済活動）の日常化

2

  今回の事業

  超高速通信インフラの需要増（第２次補正予算の創設）
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背景
◇CATVの整備状況

民間事業者の参入が見込めない地域に公設民営で事業展開

3

地域 資産 運営 事業開始
世帯カバー

比率 加入率 備考

鳥取地域（都市部） NCN NCN H7 66.9%

鳥取地域（農村部） 鳥取市 IPP H12

33.1% 70%合併地域 東部・西部地域 鳥取市 NCN H18

合併地域 南部地域 鳥取市 IPP H18

事業の対象

老朽化に
より更新が
必要

設備の現状
CATV施設のイメージ （HFC方式：幹線は光ケーブルと同軸ケーブル）

4

PS
同軸ケーブル

光ファイバ化（FTTH)

ＣＡＴＶ幹線
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事業の目的
◇公設民営エリアのCATV網をＦＴＴＨ化し、全市域で何らかの超高
速インターネットサービスが利用できる環境を整備する。

⇒次世代サービスに対応できる設備
・Iot社会・リモート社会・格差是正

⇒安定した運用保守体制の確保
・老朽化に伴う更新

5

CATV（現行） CATV（FTTH化）

上り速度 128kbps～8Mbps 1Gbps～

下り速度 1～120Mbps 1Gbps～

事業対象エリア（想定）

6

鳥取寺町

賀露
福部

中河原津ノ井

用瀬

佐治

河原

末恒

吉岡 叶

神戸

明治・東郷

浜村

鹿野

青谷

勝部

日置

・・今回の事業対象

・・サービス開始済（ＮＴＴ）

・・サービス開始済（ＣＡＴＶ）

＜事業エリア＞
◎：福部、用瀬、佐治、鹿野、明治、東郷
○：国府、青谷、河原、気高 （一部、光未提供）
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事業費(概算）

7

※注意点（補助対象外）

①放送事業部分の設備

②引込工事（R4以降予定）

③NTT等光ファイバ整備済エリア

  R4以降段階的に更新を計画（本年度策定）

＜国庫補助対応＞
（単位：千円）

経費

通信部分 総事業費 2,173,352

国庫（⾼度無線環境整備推進事業補助⾦） 724,254

国庫（臨時交付⾦） 1,158,814

起債 290,100

⼀般財源 184

＜補助対象外＞
経費

放送部分
総事業費 を想定

7⽉臨時：予算要求

全体スケジュール(案）

8

年度 月 更新事業 備考

Ｒ２ 6～7月 補助申請
予算計上（7月補正）

申請書  コンサル・ＣＡＴＶ局・職員で作成
概算費用  コンサル

7～9月 基本設計の策定
放送部分の更新計画の策定
工事プロポーザル（設計施工）

基本構想の具体的な計画として精査

10月～ 交付決定・工事契約
詳細設計・各種申請業務

議決案件
電柱共架・各種占用

2～3月 繰越明許手続き
実績報告（R2分）

Ｒ３ 4～2月 幹線工事
住民説明会の実施

工事監理

3月 工事完成検査
実績報告（R3分）

Ｒ４
～

放送部分・引込線工事 加入申し込みに合わせ施工
放送部分は段階的に施工（年次計画）

通常
3カ年事業

 
1.5年に短縮
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様式第１号（第７条関係） 

 

  令和２年度  鳥取市輝く中山間地域創出事業 事業計画書及び収支予算書 

 

１ 事業実施主体の概要 

実施主体名 亀井さん検定実行委員会 

代表者氏名 委員長 廣田敬祐 

所在地・連絡先 鳥取市鹿野町鹿野1517 

組織の概況 �委員総数  9人 

 (主な構成員:鹿野町郷土文化研究会、気高・鹿野・青谷地域有識者) 

�組織 

・委員長  1人  

・副委員長 2人 

・事務局  1人 

�設立   令和元年10月23日 

 ※組織の概況：これから組織を結成する場合には予定を記入 

 

２ 事業区分 

  （申請する事業区分いずれかに◯をしてください。） 

 

   計画策定  ／  ソフト事業 （ 1 年目 ）  ／  里山交流 （  年目） 

 

３ 事業計画の概要 

 

（１）事業の内容 

 

令和元年度に収集検討した鹿野城主亀井茲矩のエピソードを基

とした検定問題を活用し、魅力ある新たな地域づくりイベントの

創出に着手する。 

 
第1年次:【検定事業のキックオフと初級検定の実施】 

1.プチ亀井さん検定(入門編)の実施 

 キックオフ事業として、地域イベント「鳥の演劇祭&週末だけのま

ちの店」及び「鹿野往来交流館童里夢」さらに「鹿野学園・表鷲科

授業」と連携して、プチ検定ガイドマップを片手に街並みを散策し

ながら地域の歴史を探訪するプチ亀井さん検定を実施する。 

 ・周知チラシの作成       5,000枚 

 ・ガイドマップの作成(A4・2折)   300枚 

 ・認定章(缶バッチ)作成      300個 

 

2.亀井さん検定(初級編)の実施 

 検定事業の開催を内外に広く周知し本格的にスタートさせる。 

検定試験は令和2年11月下旬、国民宿舎山紫苑にて実施する。 

 ・周知チラシの作成        6,000枚 

 ・周知ポスターの作成          50枚 

 ・検定ガイドブックの作成(A5・P12) 300部 

 ・認定章(手ぬぐい)作成      100枚 

 

3.亀井さん検定(中級編)の取材と出張検定の実施 

 亀井さん検定2年次目(中級編)の検定ガイドブックの作成に向け、

亀井さんの転封先である島根県津和野町を訪問しエピソード取材並

びに現地の歴史研究家等を対象とした出張検定試験を実施する。 

 ・津和野町訪問(1泊2日)       8人 
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（２）実施（予定）期間 令和2年8月～令和3年2月 

（３）事業の目的・背景 

 

【背景】 

鹿野町地域では、戦国時代の鹿野城主亀井氏が整備した城下町や

、祭り・文化等が地域住民の大切な誇りとして守り伝えられている

ところであるが、視野を広げる時、亀井氏の足跡は鹿野町のみに留

まらず、亀井領であった千代川以西一円に色濃く伝わっていること

に気づくことができる。 

一方、少子高齢化や地域コミュニティーの弱体化・核家族化等の

進行により、地域固有の様々な伝統行事や衣食住文化、ひいては地

域に生きる誇り消滅の危機に立たされているとも言える。 

 

【目的】 

�地域の魅力を再発見し地域に生きる誇りを広く醸成する 

 「亀井さん」を西地域共通のキーワードとし、鳥取市西地域(鹿野

町・気高町・青谷町)が連携して新たな地域づくり活動を創出する。

 また、多数の地域住民・児童生徒の検定参画を促すことで、地域

の魅力を再発見し、地域に生きる誇りを広く醸成する。 

 

○新たな地域の魅力、文化を創る・発信する 

 「亀井さんを育んだ西因幡」をテーマとする新しいストーリーを

創出し西地域一帯の散策探訪ルートを広く提案するとともに、伝統

行事や食など亀井さんにまつわるモノ・コトの保存・復活・新たな

価値創造等、新たな地域づくり活動の創出に寄与する。 

 

（４）期待される効果 1.西地域三町連携による地域活性化機運の高揚 

   地域活性化機運:「伝統・文化再発見」「地域に生きる誇り醸成」 

「連携協働による楽しみ獲得」 

2.西地域の新たな魅力創出と交流拡大 

    新たな魅力:「消滅した伝統・文化等の復活」 

「既存の伝統・文化等に新たな価値=付加価値の追加」 

     交流拡大:「新しい地域づくりイベントの誕生(亀井さん検定)」 

「西地域一帯の散策探訪ルート誕生」 

「津和野・安来など亀井氏をテーマとした地域連携拡大」 
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